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ける価値とは、主体の幸福の目的に対する一財
3 3 3 3 3 3  3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
、
又は一複合財の重要性
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を齎す為の財の力
3 3 3 3 3 3 3 3
、若しくは能力
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量を其の代りに獲得し得る可能性であつて
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、若しくは特性と見做
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されるのである
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、
又は複合財の重要性である
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のは次の場合である
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。即ち同種の財の処分し得
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べき総量が乏しく
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、それによつて満足さるべき
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筈の欲望充足が不充分であるか
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、辛じて充足さ
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れる程度にしか存在せず
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、随つて若し評価の対
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象とされてゐる部分の財が無くなれば








3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
次の場合である
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。即ち現存する財が過剰である
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望は悉く完全に充足されるのみならず
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、しかし其の過剰部
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分には最早何らの用途が見出されざると共に
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、
評価の対象たる当該の財
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、又は其の複合が無く
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なつても
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、其の為に欲望の一部の満足が妨げら
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れるが如きことのない場合である
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、若しくは部分的欲望
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の重要度に応じて測定される
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限界効用の大小によつて決定される






















小の欲望の限界に立つ効用（diesen an der 
Grenze des ökonomisch zülassigen stehenden 
kleinsten Nutzen）」（S.29./54 ページ。）、ある
いはまた「最後の効用（der letzte Nutzen）」「最

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ィーザー（Friedrich von Wieser 1851～1926 年）
や、共に社会主義計画経済に反対したミーゼス
（Ludwig Edler von Mieses 1881～1973 年）とハ
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［the ﬁ nal degree od utility］によっ
3 3 3
て決まる
3 3 3 3
。そうであるならばいかにしてこの最
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終効用度を変化せしめうるかといえば
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、
供給を得るために投ずる労働を増減することに
3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
よってである
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、かつ一定の
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土地およびその他の資源を有するところの一定
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の人口が与えられた場合
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、生産物の効用を極大
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ならしめるにはその労働をいかに使用すべきか

































俊一郎『資本論体系』第 2巻 第Ⅱ部 13）。
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